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This article discusses about the scientific existence of psychological phenomenon under the influence of indication 
of lower reproducibility and reliability in psychological articles by the "Science" committee (2015).  The main point 
is that psychology should again realize the meaning of the phenomena than the reproducibility of psychological data.  
The psychological phenomenon occurring at present is only the artifact that an animal brought about even if the 
structural elucidation of psychological data is studied in detail.  Pursuing reproducibility is seemed like how one can 
watch the same dream.  The questionnaire survey analyzes the self-image that a person made up carefully like a 
dream.  The only existence of psychological phenomena is the historic lineage that a certain characteristic had been 
survived in the evolutionary process.  Even if so, however, it is the only one-time example that occurred on the earth, 
which means that it is doubtful whether psychology or life sciences have universality.  To get true universality, we 
should study extraterrestrial beings, if we can. Otherwise, it is necessary for psychology to compare phenomena 
involve in ecosystems.  
 





再現性である。しかし、2015 年 8 月、Science 誌が、
その再現性と信頼性に疑義を挟んで問題となってい
る(Open Science Collaboration, 2015)。Science
誌は、2008 年、心理学における権威ある 3 つの雑誌：
Psychological Science (PSCI), Journal of 
Personality and Social Psychology (JPSP), and 
Journal of Experimental Psychology: Learning, 



























































































































































































































セルオートマトンの動きを 4 つに分類している。 
  Class Ⅰ：固定点(limit point)に進化するセル
オートマトン 
  Class Ⅱ：固定サイクル(limit cycle)に進化す
るセルオートマトン 



















































































































































































































ない現象を見いだした(Boyajian, et. al., 2015) 。
説明がつくのは、ClassⅠ（恒星の位置)、ClassⅡ(恒
星の周期)、ClassⅢ（恒星の爆発)であろう。地球か








を吸収しているという説である(Wright, et. al., 
2014) 。 NASA の研究者からは、その結論は早すぎ
るとは言われているが、いまだに、合理的な説明は
なされていない。 







おいて、地球外文明の数 N を推定した。 
    N= N*･fp･ne･fl･fi･fc･fL･L 
      N*:銀河系内の恒星の数 
      fp:それらの恒星の中で惑星系を持つ割合 
      ne:その中で生命存在に適した環境を持つ惑
星の数 
      fl:そのような惑星で生命が発生する確率 
      fi:その生命が知的生物にまで進化する確率 
      fc:その知的生物が電波交信技術を含む技術
総説 
文明に達する確率 
      fL:その惑星の中で、技術文明世界の存在する
期間の割合 
      L :技術文明の平均寿命 
この式から、銀河系内で 2 万もの知的生命が住む惑
星が、銀河系内に存在すると推定した(Drake & 





   第 1 段階：その惑星上で得られるレベルのエ
ネルギー消費量で、4×1019 erg/sec (1 
erg は、1g の物体を 1cm/sec/sec の加
速度で 1cm 動かすときの仕事量) のエ
ネルギー消費をする段階 
   第 2 段階：所属する恒星の放射エネルギーを
利用する段階で、4×1033 erg/sec の
エネルギー消費をする段階 



























































 第 0 段階："Artifact"は存在せず、全てが物質過
程である 
 第 1 段階：ClassⅣのオートマトンが生まれては消
滅している 
 第 2 段階：ClassⅣのオートマトンが、持続的な存
続の仕組み(遺伝子)を獲得し(生命の誕
生）、増殖し始める 
 第 3 段階：生命が様々な特徴を獲得し(種の分化)、
同族、同株への協調性を獲得する(血縁淘
汰) 
 第 4 段階：集団内での個体識別、認知記憶能力が
高まり、互恵的利他関係が築かれる 
 第 5 段階：集団を超えて、互恵的利他関係が築か
れる 
 第 6 段階：生息している惑星上で、互恵的利他関
係が築かれる 


































































































































Everything comes to those who wait.」なのか、「鉄
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